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     暑さも日々増していき、本格的に夏がやってきますね。暑さに体が慣れず体力や食欲が落ちたり、室内外の温度差で体温調節が

難しかったりと体調を崩しやすくなる季節です。規則正しい生活を心がけ、こまめに水分補給を行い、元気に楽しく過ごせるように

したいですね。 
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りんご病について      

ほっぺたや腕などに赤い発疹が出る伝染性紅斑、いわゆるりんご病の感染が兵庫県内で急増しています。 

りんご病は、ウイルス性の感染症で、子どもを中心に広がり、過去に感染したことがない妊婦が感染すると、胎児に影響を与える 

おそれがあります。 

 

Q りんご病と診断されたら園や学校は行けますか 

  A医師の診断の上、登園許可が出た場合、登園しても大丈夫です 

登園するには登園許可書を保護者が記入して提出が必要です 

                                                  

Qお風呂は入っていいですか 

  A熱もなく、元気なら入って OKです 

 

Q兄弟にはうつりますか 

  A免疫がない兄弟にはうつることがあります 

   おとなもかかることがあるので注意しましょう 

 

Q予防はなにかありますか 

  A ほっぺたが赤くなった時には、もう感染時期が過ぎているため、予防は難しいです。そのため、風邪のような症状がある時は、

手洗いや咳エチケットの徹底をしましょう 

 

 

  ぺんぎんはうすを利用する日は、お子さまにとって体調不良でしんどい１日だと思います。

そんな１日が少しでも楽しい１日になるように、お子さまの興味関心に合わせた遊びを考えたり

休息がとれるようにしたりとお子さまの様子に合わせて保育スタッフは、毎日お子さま達と関わ

っています。 

また、安心・安全に過ごしてもらうということも大切にしており、その面では、感染予防対策に

も力をいれています。具体的には、保育環境を整えたり(換気、空気清浄機の活用、保育室や使用

した玩具の消毒等)、隔離が必要な感染症は隔離部屋でお預かりしたりとさまざまな感染予防対策

を行っております。 

(★このような感染予防対策をとり万全を期しますが、トイレや廊下などの共同スペースがある・

お預かり中の病状の経過とともに病名が変わることがある等からお子さま相互の感染を完全に無

くすことをお約束は出来ません。) 

これからも安心して楽しく過ごしてもらえるよう、そしてなにより元気になっていつもの場所に

戻って行けるようにと願いながら毎日保育をしていきたいと思います。 

 

ながーい階段 

かくれんぼ中 

棚がメルちゃんの 

おうちに変身 

目のシール、両手を使い 

頑張って貼りました♪ 

家族にあげたいと 

２つカレンダーを作りました 

雨もたのしい！ 

キャプテンリノ 

たかーい！ 


